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吉野手漉き和紙の伝統

千三百年の伝統を誇る吉野手漉き和紙
国栖に紙作りを伝えたのは古代壬申の乱の中心にいた大海人皇子だという説も。

日本の伝統美術を影で支えてきた和紙
日本の伝統的な美術工芸を支える重要な役割を果たしてきた柱の一つ。

吉野地方の自然と文化が育てた吉野手漉き和紙
コウゾの皮は寒中の澄み切った水にさらすのが良い紙作りの秘訣。
吉野の水と風土か良い和紙を生み出す。
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福西和紙本舗プロフィール
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8代目 福西正行



福西和紙本舗の和紙
福西和紙本舗6代目 福西 虎一

昭和51年 掛け軸の総裏打ち紙として使われる

表具用手漉和紙（宇陀紙）製作 選定保存技術保持者認定（第4号）

福西和紙本舗7代目   福西弘行

昭和53年 表具用手漉和紙（宇陀紙）製作 選定保存技術保持者認定（第22号）

勲五等瑞宝章授章

文化庁長官表彰

園遊会に招かれ天皇皇后両陛下からお言葉を賜る

福西和紙本舗8代目 福西正行

平成27年 表具用手漉和紙（宇陀紙）製作 選定保存技術保持者認定（第135号）

日本の文化財の修理用紙として使用

世界の文化財の修理にも使われている。

伝統技法を守り、一枚一枚天日で乾燥
よりよい和紙を、一点の曇りもない最高の和紙を漉くためには、どんな些細な妥協も許されない。5



和紙の種類-1

木灰煮宇陀紙

国宝・重要文化財など文化財の修理に使用される

掛け軸の総裏紙に欠かせない

宇陀紙

一般的に表装用裏打紙として使用される

草木染め各種和紙

最近灯りにも使用されます。寿画にも使用
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和紙の種類-2

杉皮和紙

壁紙・名刺などに使用

生漉き和紙

障子紙・書画など

黒皮和紙

和紙のハガキ、名刺、便箋、封筒、
草木染用箋など
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1.楮の伐採

楮畑から楮を刈り取る 12月下旬～1月上旬
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吉野宇陀和紙の製作工程
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2.楮蒸し（原木蒸し）

約4時間楮を蒸す
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吉野宇陀和紙の製作工程



3.楮皮剥ぎ

蒸した原木より樹皮を剥ぎ取る
これを黒楮（クロソ）と言う
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吉野宇陀和紙の製作工程



4.黒皮削り

楮の樹皮より表皮を取り除く
これを白楮（シロソ）と言う
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吉野宇陀和紙の製作工程



５.川晒し
水に漬けて晒す

白楮ゆすぎ、または楮さらしという

白楮の束を花びらの形に開かせた形で吉野川に晒す

晴天の日に、冬-約8時間 夏-約4時間晒す
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吉野宇陀和紙の製作工程
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吉野宇陀和紙の製作工程

６.天日干し

繊維を緊密にするため、白楮にして天日干しに
かける



７.塵切り

剃刀の刃で白楮の傷の部分を取り除く
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吉野宇陀和紙の製作工程



8.木灰の準備
灰（樫・クヌギ）に熱湯を入れ、よくかき混ぜ一昼夜おく。

武田薬品の京都薬用植物園の椿の灰を使用
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吉野宇陀和紙の製作工程



9.白楮の煮熱
白楮煮き、または楮煮きという

木灰汁でマッタリと煮る（ソーダ灰で煮ることもある）

一昼夜おく
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吉野宇陀和紙の製作工程



18



10.水洗い（紙素出し）

灰汁を洗い流す
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吉野宇陀和紙の製作工程



11.塵取り

丁寧に紙素の塵を取り除く
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吉野宇陀和紙の製作工程



12.打解（紙素打ち）

紙素を石の上で、2本の樫の棒で細打ちする
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吉野宇陀和紙の製作工程
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14. ザブリかけ
ねりと白土を加え、ザブリでかき混ぜる
ねり･･糊うつぎの木の樹皮を細かく削いだもの
ザブリ･･繊維を細かくし、よく練り混ぜるための木製の道具
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吉野宇陀和紙の製作工程
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東文研で、白土をX線回折にかけてみて頂くと、カルサイト（方解石←石灰岩の主成分）が
しっかり入っている純度の高い石灰岩のようです。



15. 手漉き（紙漉き）

手漉きは厚さを一定に揃えるため、特に注意する
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吉野宇陀和紙の製作工程
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16. 紙床の圧搾

紙棚の水を取る
 紙棚･･漉き上がった紙を水きりするために、重ねておいた状態
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吉野宇陀和紙の製作工程



17. 湿紙の乾燥
紙の乾燥

天日乾珠 -松材の干し板に馬毛の刷毛で貼り、乾燥する
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吉野宇陀和紙の製作工程



18. 選別

紙の選別
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吉野宇陀和紙の製作工程



19.出荷

出荷作業
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吉野宇陀和紙の製作工程



和紙の使用

色々な場面で使われる和紙
国宝の修理 国宝修理装潢師連盟

ボストン美術館や大英博物館、スミソニアン博物館など
美術館の絵画の修理
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吉野宇陀和紙の製作工程
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2021年標津町の糊空木の
取り組みについて
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13.糊空木の採取
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吉野宇陀和紙の製作工程
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●令和元年から文化庁美術学芸課・東京文化財研究所と現地調査開始
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39

文化庁の補助（管理等業務支援事業）や、研究者、道総研林業試験場、
東京文化財研究所の協力が大きな役割



40

文化庁文化財第一課・美術学芸課による用具・原材料の調査（平成30年度から）
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引用：独立行政法人国立文化財機構
東京文化財研究所
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表具用手漉和紙（宇陀紙）製作が選定になっている理由
品質上に重要なこと

（原材料の品質を落とせない、代替材料では難しい）

選定・後継者加算の重要性（物価上昇を含めて）

灰の入手の困難性

武田薬品京都薬用植物園からの提供の有用性

人との出会いの難しさ、公的機関が関与することの有用性
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未来へ繋ぐ伝統の技

続けて

伝えて

繋げて
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